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国
論
を
二
分
す
る
政
策
と
は 

２
０
２
５
年
10
月
に
石
破
首
相
の
退
陣
を
受
け
誕
生
し
た
第

一
次
高
市
政
権
は
、
彼
女
の
超
保
守
的
言
辞
に
公
明
党
か
ら
愛
想

を
つ
か
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
超
保
守
的
な
維
新
の
会
の
支
持
（
閣
外

協
力
）
を
得
て
過
半
数
〈
衆
議
院
〉
ぎ
り
ぎ
り
で
誕
生
し
た
。 

こ
の
時
、
自
民
党
が
連
立
を
模
索
す
る
相
手
で
あ
る
維
新
の

会
と
の
間
に
結
ん
だ
「
連
立
合
意
文
書
」
は
、
冒
頭
に
戦
後
80

年
に
わ
た
り
、
国
の
形
を
つ
く
り
上
げ
る
過
程
で
積
み
残
し
て
き

た
宿
題
を
解
決
す
る
。
主
な
政
策
で
は
、
「
憲
法
改
正
」
や
予
算

案
で
も
示
さ
れ
て
い
る
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
な
ど
は
も
と

よ
り
、
ス
パ
イ
防
止
法
、
対
外
情
報
庁
設
置
、
日
本
国
国
旗
損
壊

罪
、
外
国
人
政
策
の
厳
格
化
な
ど
と
、
超
保
守
的
法
案
が
列
挙
さ

れ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
積
み
残
し
て
き
た
宿
題
」
な

ど
で
は
な
く
、
国
民
の
反
対
運
動
が
あ
ま
り
に
も
強
く
、
自
民
党

や
保
守
勢
力
が
手
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
政
策
だ
。 

ち
な
み
に
今
流
行
の
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
よ
う
。
「
『
国
論
を
二 

      

分
す
る
法
案
』
と
は
、
賛
成
と
反
対
が
は
っ
き
り
分
か
れ
、
社
会

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
対
立
や
激
し
い
議
論
を
生
む
法
案
の
こ
と
を

言
い
ま
す
」
「
国
の
根
本
に
か
か
わ
る
よ
う
な
法
案
を
、
社
会
が

真
っ
二
つ
に
割
れ
た
ま
ま
強
行
す
る
と
、
政
治
的
不
信
、
デ
モ
や

分
断
、
長
期
的
な
対
立
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」
と
の
応
え
が

返
さ
れ
た
。
ご
丁
寧
に
、
「
国
論
を
二
分
す
る
政
策
」
と
は
、
憲

法
を
め
ぐ
る
法
案
や
安
全
保
障
関
連
法
案
、
ス
パ
イ
防
止
法
や
国

旗
・
国
歌
、
国
旗
損
壊
罪
な
ど
国
家
と
権
利
・
自
由
の
バ
ラ
ン
ス

に
か
か
わ
る
法
案
な
ど
を
列
挙
し
、
と
く
に
憲
法
の
よ
う
な
「
国

の
ル
ー
ル
の
土
台
」
に
つ
い
て
は
「
国
論
を
二
分
す
る
形
で
進
め

る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
意
見
も
強
く
あ
り
ま
す
、
と
高
市
首
相

や
維
新
の
主
張
に
比
べ
る
と
、
お
よ
そ
民
主
主
義
的
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
の
解
説
で
あ
る
。 

 

強
行
突
破
を
目
指
す
高
市
政
権 

２
０
２
６
年
１
月
23
日
の
解
散
に
あ
た
っ
て
、
高
市
首
相
は 
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19
日
の
解
散
表
明
会
見
で
は
、「
半
年
近
く
に
及
ぶ
国
会
で
、
国

論
を
二
分
す
る
よ
う
な
大
胆
な
政
策
、
改
革
に
も
、
批
判
を
恐
れ

る
こ
と
な
く
果
敢
に
挑
戦
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
国

民
の
信
任
が
必
用
だ
」
と
述
べ
た
。 

自
民
党
、
そ
れ
も
自
民
党
内
強
硬
保
守
勢
力
が
こ
れ
ま
で
抱

え
て
き
た
超
保
守
的
政
策
、
す
な
わ
ち
公
明
党
と
の
連
立
政
権
で

は
セ
ー
ブ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
保
守
的
・
あ
る
い
は
超
保
守
的

政
策
・
反
動
的
夢
想
に
た
い
し
て
、
維
新
の
会
と
い
う
超
保
守
的

な
政
党
と
の
連
立
政
権
を
組
む
こ
と
で
正
面
突
破
を
図
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
高
市
首
相
や
維
新
の
会
は
、
掲
げ
て
い
る
政
策
自

体
と
い
う
よ
り
国
論
を
二
分
す
る
か
の
よ
う
な
論
争
が
激
し
く
な

る
こ
と
自
体
を
目
的
と
し
て
い
る
節
も
あ
る
。
古
く
は
維
新
の
会
、

最
近
で
は
参
政
党
な
ど
に
見
ら
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
手
法
を
も

っ
て
、
国
内
の
政
治
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
こ
と
に
つ

な
が
る
。 

 

 

高
市
首
相
の
目
論
見
は
悔
し
い
こ
と
に
一
部
成
功
し
た 

 

２
０
２
６
年
２
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
は
、
高

市
人
気
に
あ
や
か
っ
た
自
民
党
が
圧
勝
し
た
。
高
市
の
写
真
満
載

の
自
民
党
選
挙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
日
本
列
島
を
強
く
豊
か

に
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
ま
さ
に
維
新
の
会
と
の
合
意

文
書
そ
の
ま
ま
の
政
策
を
列
挙
し
、
参
政
党
な
ど
の
自
民
党
の
保

守
層
の
票
を
奪
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
党
か
ら
も
支
持
者
を
呼
び

戻
し
た
。
国
民
の
信
を
集
め
た
と
豪
語
す
る
高
市
首
相
は
、
ま
さ

し
く
「
公
約
」
ど
お
り
、
国
論
を
二
分
す
る
政
策
実
現
に
向
か
っ

て
進
む
気
で
あ
る
。 

作成 編集部 
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今
国
会
、
あ
る
い
は
本
年
中
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
も

の
に
絞
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
ス
パ
イ
防
止
法 

国
家
情
報
会
議
設
置
法
は
、
５
月
27
日
参
議
院
本
会
議
で
議

決
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
早
け 

れ
ば
７
月
ご
ろ
に
内
閣
総
理

大
臣
を
議
長
と
す
る
「
国
家

情
報
会
議
」
、
実
務
組
織
で

あ
る
「
国
家
情
報
局
」
が
発

足
す
る
。
警
察
や
防
衛
省
、

公
安
調
査
庁
、
外
務
省
な
ど

の
各
官
庁
の
情
報
を
一
元
的

に
管
理
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
自
民
党
と
維
新
の
会

の
合
意
文
書
で
は
、
27
年

ま
で
に
独
立
し
た
対
外
情
報

庁
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
。

「
情
報
要
員
を
組
織
的
に
要

請
す
る
た
め
に
27
年
度
末

ま
で
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
横
断
的
（
省
庁
横
断
的
）
な
情
報
要
員
（
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）
を
要
請
す
る
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
ス
パ
イ
防
止
関
連
法
制
（
基
本
法
、
外
国
代
理
人
登
録
法

お
よ
び
ロ
ビ
ー
活
動
公
開
法
な
ど
）
に
検
討
を
開
始
し
、
速
や
か

に
法
案
を
策
定
し
成
立
さ
せ
る
と
な
っ
て
い
る
。 

 

日
本
国
国
旗
損
壊
罪 

「
奈
良
公
園
で
外
国
人
が
シ
カ
を
け
っ
た
」
（
当
該
の
警
察
も

奈
良
公
園
も
そ
ん
な
報
告
は
受
け
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
）
と

の
高
市
発
言
を
お
ぼ
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
、
何
の
証
拠

も
な
く
排
外
主
義
を
煽
り
た
て
る
。
外
国
人
に
対
す
る
諸
政
策
も

厳
し
く
な
り
、
外
国
人
労
働
者
や
外
国
人
経
営
者
は
在
留
資
格
の

更
新
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
労
働
力
不
足

は
一
体
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。 

じ
つ
は
、
日
本
国
国
旗
損
壊
罪
は
高
市
氏
が
野
党
時
代
（
議

員
立
法
で
）
法
案
を
提
出
し
廃
案
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
排
外

主
義
的
な
ゆ
が
ん
だ
志
向
が
「
自
分
の
国
家
」
に
対
す
る
異
常
な

ま
で
の
昂
揚
を
招
く
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

実
際
に
日
本
国
旗
を
公

然
と
損
壊
し
た
（
事
件
？
）
事
実
は
な
い
。
そ
う
い
う
事
実
の
な

い
も
の
を
罰
す
る
刑
法
を
つ
く
る
こ
と
が
異
常
だ
。
な
お
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
多
く
の
弁
護
士
会
が
反
対
声
明
を
出
し
て
い
る
。 

 

６５人が参加した NO！WAR 0619集会・高知市中央公園 
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武
器
輸
出
５
類
型
の
撤
廃 

武
器
輸
出
拡
大
を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
急
だ
。
４
月
21

日
、
政
府
は
「
武
器
輸
出
５
類
型
（
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監
視
、

掃
海
）
＝
殺
傷
能
力
の
な
い
も
の
」
の
制
約
を
撤
廃
し
た
。
紛
争

当
事
国
へ
の
武
器
輸
出
は
原
則
不
可
」
と
し
つ
つ
も
、
特
段
の
事

情
あ
れ
ば
と
の
例
外
規
定
も
あ
る
。
米
国
・
英
国
・
豪
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
対
象
国
と
な
り
そ
う
だ
が
、
共
同
開
発
に
よ
る
手
法
は

英
・
伊
・
日
の
３
ヵ
国
に
よ
る
次
期
戦
闘
機
開
発
、
日
・
豪
の
駆

逐
艦
（
も
が
み
型
）
の
共
同
生
産
な
ど
も
進
行
し
て
い
る
。 

 

衆
議
院
の
議
員
定
数
削
減
の
動
き
も
急
に
強
ま
っ
た 

「
維
新
の
会
」
か
ら
の
定
数
削
減
を
求
め
る
圧
力
は
強
く
一

貫
し
て
き
た
が
、
つ
い
に
自
民
党
内
で
も
定
数
削
減
を
認
め
る
法

案
を
つ
く
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
自
維
両
党
が
ま
と
め
た
「
法
律

要
綱
」
で
は
、
定
数
削
減
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
ら
れ

て
は
お
ら
ず
、
与
野
党
の
選
挙
制
度
協
議
会
で
議
論
し
、
１
年
間

議
論
し
、
結
論
が
出
な
け
れ
ば
自
動
的
に
比
例
区
の
定
数
を
45

議
席
削
減
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
野
党
は
す
べ
て
反
対
す
る
だ
ろ

う
か
ら
、
簡
単
に
は
決
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
油
断
で
き
な
い
。

本
来
比
例
区
（
比
例
代
表
制
度
）
は
多
様
な
意
見
・
政
策
を
保
障

す
る
と
い
う
趣
旨
で
世
界
ど
こ
で
も
大
切
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
改
憲
の
動
き
も
強
ま
る 

高
市
首
相
は
、
２
０
２
６
年
４
月
の
党
大
会
で
、
「
時
は
き

た
」
、
来
春
ま
で
に
「
改
憲
発
議
」
に
め
ど
を
付
け
る
、
そ
の
た

め
に
衆
参
両
院
で
の
議
論
を
進
め
る
と
言
っ
て
い
る
。 

衆
議
院
で
は
参
政
党
や
国
民
民
主
党
が
支
持
に
回
れ
ば
、
憲

法
改
悪
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
議
席
を
い
つ
で
も
手
に
入
れ
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
参
議
院
は
衆
議
院
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
一
部
の
政
党
が
賛
成
に
回
れ
ば
や
は
り
危
な
い
。 

 

議
会
内
で
の
少
数
を
補
う
に
は
、
大
衆
闘
争
し
か
な
い 

高
市
首
相
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
者
は
だ
れ
か
。 

先
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
議
席
数
は
、
限
り
な
く
危
機
的

な
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
左
派
と
み
ら
れ
る
も
の
は
共
産
党
４

議
席
、
れ
い
わ
新
選
組
の
１
議
席
、
立
憲
政
党
と
み
ら
れ
る
「
中

道
」
49
議
席
で
あ
り
、
総
議
席
の
三
分
の
二
を
切
っ
て
い
る
。

「
み
ら
い
」
は
、
少
し
は
期
待
し
て
い
た
が
「
穏
健
保
守
」
で
が

っ
か
り
で
あ
る
。 

各
地
に
運
動
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
集
会
が
全

国
各
地
で
行
わ
れ
、
若
者
の
参
加
も
こ
れ
ま
で
に
な
く
増
え
て
い

る
。
今
後
の
日
本
の
在
り
方
、
進
路
を
大
き
く
左
右
す
る
「
国
論

を
二
分
す
る
政
策
」
を
め
ぐ
る
闘
い
を
大
き
く
発
展
さ
せ
よ
う
。 

（
つ
の 

き
み
お
） 


